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当運用報告書に関するお問い合わせ先

コ ー ル セ ン タ ー  電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

＜641251＞

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上

げます。
さて、「世界標準債券ファンド」は、2024年

７月17日に第172期の決算を行ないました。
当ファンドは、主として、国際経済・国際政

治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や
地域の通貨建てのソブリン債券を主要投資対象
とする投資信託証券に投資を行ない、安定した
収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を
行なってまいりました。

ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。

第172期末（2024年7月17日）
基 準 価 額 3,894円
純 資 産 総 額 5,830百万円

第167期～第172期
騰 落 率 6.0％
分配金（税込み）合計 120円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

世界標準債券ファンド  
＜愛称 ニューサミット＞

追加型投信／内外／債券

交付運用報告書
	 第167期（決算日2024年2月19日）		  第168期（決算日2024年3月18日）		  第169期（決算日2024年4月17日）
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作成対象期間（2024年1月18日～2024年7月17日）
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運用経過
作成期間中の基準価額等の推移 � （2024年1月18日～2024年7月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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第167期首：3,791円
第172期末：3,894円（既払分配金（税込み）：120円）
騰 落 率： 6.0％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年１月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通

貨建てのソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託
財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以
下の通りです。

＜値上がり要因＞
・�利回りの高い現地通貨建て債券への投資によるインカム収入を得たこと。
・�オーストラリアドル、メキシコペソ、インドネシアルピアが対円で上昇したこと。

＜値下がり要因＞
・�2024年第１四半期に金利が世界的に上昇したこと。
・�オーストラリアの準政府債のスプレッド（利回り格差）が拡大したこと。
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１万口当たりの費用明細 � （2024年1月18日～2024年7月17日）

項 目 第167期～第172期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 22 0.569 （a）�信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 8） （0.197） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （14） （0.356） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 1 0.015 （b）�その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 等 ） （ 0） （0.013） 印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 23 0.584

作成期間の平均基準価額は、3,844円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することと

しております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満

は四捨五入してあります。
（注）この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

総経費率
1.65％

当ファンド
1.17％
当ファンド
1.17％

投資先
ファンド
0.48％

投資先
ファンド
0.48％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

運用管理費用
（投信会社）
0.40％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.03％

運用管理費用
0.31％

運用管理費用
0.31％

運用管理費用以外
0.17％

（単位：％）
総経費率（①＋②＋③） 1.65
①当ファンドの費用の比率 1.17
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.31
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.17

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただけますが、期

中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2019年７月17日～2024年7月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、2019年７月17日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2019年7月17日 2020年7月17日 2021年7月19日 2022年7月19日 2023年7月18日 2024年7月17日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 3,819 3,330 3,317 3,560 3,768 3,894
期間分配金合計（税込み） （円） － 480 340 240 240 240
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 0.2 10.3 15.3 13.2 10.1
純資産総額� （百万円） 10,175 7,973 7,172 6,672 6,340 5,830

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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投資環境 � （2024年1月18日～2024年7月17日）

（海外債券市況）
2024年第１四半期は、米国とユーロ圏の経済が堅調となったことが金融政策と金利水準に影響しまし

た。１月に発表された2023年第４四半期の米国国内総生産（ＧＤＰ）成長率（速報値）が年率換算で前
期比3.3％に上昇したことを受けて、米国国債利回りは上昇（債券価格は下落）し、為替市場ではアメ
リカドル高となりました。２月に入っても、米国とユーロ圏のサービス部門の回復が顕著だったことも
あり、米国国債利回りは上昇しました。ユーロ圏は、好調な消費、堅固な労働市場、インフレ率の低下
により、製造業の売上が拡大し、経済が堅調であることを示しました。米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
は金融政策に変更を加えませんでしたが、インフレ率が目標である２％近くまで低下すれば金融緩和策
を採用する可能性を示唆しました。欧州中央銀行（ＥＣＢ）は高い金利水準を維持し、現在の金利水準
でインフレ率の目標を達成できるとの見方を示しつつ、６月のデータを待ってから調整するかどうかを
決定するとしました。

第２四半期になると、世界各国において金融緩和政策への転換が起こりました。６月までに、多くの
中央銀行が利下げに焦点を当てるようになりました。ＥＣＢは現在の金利サイクルにおける初の利下げ
を実施しました。カナダ銀行（中央銀行）も利下げを実施しました。米国では、ＦＲＢが第２四半期の
利下げを見送ったものの、６月に発表された５月の消費者物価は、コアＣＰＩ（食料品とエネルギーを
除いたＣＰＩ）上昇率が鈍化し、ＦＲＢが近々利下げを実施するとの期待が大きく高まりました。米国
の経済成長は減速の兆しを見せ、第１四半期のＧＤＰ成長率（確報値）は年率換算で前期比1.4％と前
期の成長率と比べて低下しました。一方、ユーロ圏の経済成長を表す指標の方向性はまちまちとなりま
した。

（国内短期金利市況）
無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.01％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコー

ル市場でもマイナス圏での取引が続いたものの、2024年３月の金融政策決定会合においてマイナス金利
政策の解除が決定されたことから、0.08％近辺で期間末を迎えました。

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.22％近辺から、日銀による国債買入れの継
続などを受けてマイナス圏での推移が続いたものの、2024年３月にはマイナス金利政策の解除が決定さ
れたことから、0.02％近辺で期間末を迎えました。
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（為替市況）
期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。
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当ファンドのポートフォリオ � （2024年1月18日～2024年7月17日）

（当ファンド）
当ファンドは、収益性を追求するため、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」

受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。

（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ）
メキシコペソについては、選挙後の政治リスクが高くなることを考慮してポジションを縮小しました

が、中期的には、力強いファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）、制度面で支えられえていること、
高い実質利回りなどの要因により、為替・債券市場のいずれでも堅調なパフォーマンスを上げると考え
られることから、引き続き投資対象通貨の中で高い保有比率を維持しました。

インドネシアルピアについては、ポジションをやや拡大させました。米国の大統領選挙が控えており、
世界的に長期金利が大きく変動する可能性があることから、ボラティリティ（変動性）が低いインドネ
シアルピアの保有比率を高く維持しました。

オーストラリアドルについては、基本的にポジションを維持しました。オーストラリア準備銀行
（ＲＢＡ）が予想以上にタカ派（金融引き締め的な政策を支持）的な姿勢を貫いていることを受けて、オー
ストラリアドルが強含んでおり、金利上昇の圧力が生じています。準国債のスプレッドも若干拡大して
おり、ファンド全体の利回りを押し上げてファンドのパフォーマンスに今後寄与することになると考え
ます。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元

本の安全性を重視した運用を行ないました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2024年1月18日～2024年7月17日）
当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数を設定しておりません。

分配金 � （2024年1月18日～2024年7月17日）
分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当し

なかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期

2024年１月18日～
2024年２月19日

2024年２月20日～
2024年３月18日

2024年３月19日～
2024年４月17日

2024年４月18日～
2024年５月17日

2024年５月18日～
2024年６月17日

2024年６月18日～
2024年７月17日

当期分配金 20 20 20 20 20 20
（対基準価額比率） 0.518％ 0.517％ 0.526％ 0.507％ 0.530％ 0.511％

当期の収益 20 20 20 20 20 20
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 432 437 441 447 451 458
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券を原則として高位に

組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。

（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ）
メキシコ：2024年６月に実施された総選挙では、シェインバウム氏が大統領選挙に勝利するとの市場

予想は的中しましたが、予想以上の大差がついたこと、および議会選挙において国家再生運動
（ＭＯＲＥＮＡ）をはじめとする与党連合が大勝した結果が政策リスクを高め、市場の見通しに影響を
与えました。シェインバウム氏のスピーチは、政策の継続性、慎重な財政政策、中央銀行の独立性、重
要な経済問題に対して建設的なアプローチを採用することを強調したものであり、市場に友好的な内容
でした。しかし、改革アジェンダ（行動計画）の不透明感や、物議を醸しそうな法案の可能性によって
市場のボラティリティが高まっています。経済活動に関しては、2024年第１四半期の実質ＧＤＰは減速
傾向を確認する結果となりました。インフレ率に関しては、貿易財の価格低下によってコアインフレ率
が低下していますが、選挙後にメキシコペソ安になっており、コアインフレ率に上振れリスクが生じて
います。

インドネシア：2024年２月に実施された大統領選挙では、プラボウォ氏が過半数を獲得し、インドネ
シアの次期大統領に選出されました。プラボウォ氏は、インフラ整備の継続など、ジョコ現大統領の改
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革を継続することを強調しています。しかし、ＥＶ（電気自動車）用のニッケルバッテリーの需要は世
界的に鈍化しており、国内の二酸化炭素排出量の削減や一部国有企業（ＳＯＥ）の再編といった容易で
はない課題が予想されます。最大の課題は、安定したマクロ経済を維持しながら財政赤字をコントロー
ル可能な水準に維持することだと考えられます。選挙後の経済成長は、財政政策の積極化、選挙関連の
不確実性が払拭されたことによる海外からの直接投資の実現、稼働率の上昇、与信額の増加が牽引役に
なる可能性が高く、さらにインドネシア中央銀行による金融緩和によって押し上げられる可能性があり
ます。

オーストラリア：オーストラリア経済は、供給と生産性の問題が根強く残り、需要の低迷が続いてい
ます。新型コロナウイルスが引き起こしたパンデミックとその対策として打ち出された一連の政策は、
供給サイドの混乱を長期化させており、回復は遅れています。ＲＢＡの採用した金融引き締め政策は緩
やかなものだったため、需要を急速に抑制できませんでした。経済成長は依然として低迷しており、
2024年第１四半期の実質ＧＤＰ成長率は前年同期比＋1.1％と、低い伸び率にとどまりました。政府に
よるエネルギー関連の補助金により、2024年後半から総合インフレ率が低下すると予想されますが、そ
の後は上昇に転じると考えられます。

当ファンドでは、インフレ率に対して金利が高く実質的なインカムの創出が高水準である市場、通貨
のバリュエーション（価値評価）が魅力的な水準にあり長期的に上昇が見込まれる市場、構造改革に下
支えされた長期的な成長ポテンシャルがある市場、制度的な信頼が強固である市場に着目し、引き続き
積極的に新規投資機会を追求していく方針です。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国

債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金
銭信託などに投資することもあります。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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お知らせ
2024年１月18日から2024年７月17日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2010年３月18日から2030年１月17日までです。

運 用 方 針
主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建てのソブリン債券（国債、
州政府債、政府保証債、国際機関債などをいいます。）を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国
投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいま
す。）の一部、またはすべてに投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法
主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建てのソブリン債券を主
要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ない
ます。投資対象通貨の中から３通貨程度を選定し、当該通貨建てのソブリン債券に投資します。

分 配 方 針 第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なう
ことをめざします。
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2019年7月末～2024年6月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 21.8 42.1 59.8 62.7 5.4 15.3 21.5
最小値 △ 9.9 △ 10.8 △ 12.4 △ 19.4 △ 5.5 △ 6.1 △ 8.8
平均値 9.6 12.7 19.5 10.0 △ 1.2 4.9 6.7

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2019年７月から2024年６月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX、配当込）
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●東証株価指数（TOPIX、配当込）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配
当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属
します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、
配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マーケット・
インデックス（配当込、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当
指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コン
サルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。なお、
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対
象インデックスを用いて行われる日興アセットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債インデック
ス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均し
た指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-EMグローバル・
ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象に
した指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2024年7月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第172期末

％
ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ 97.8
マネー・アカウント・マザーファンド 0.1

組入銘柄数 2銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

国内投資信託受益証券
97.8％

国内投資信託受益証券
97.8％

親投資信託受益証券
0.1％

その他
2.1％

○国別配分

ルクセンブルク
97.8％

ルクセンブルク
97.8％

日本
0.1％

その他
2.1％

○通貨別配分

円
97.9％
円

97.9％

その他
2.1％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券には外国籍（邦貨建）の受益証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第167期末 第168期末 第169期末 第170期末 第171期末 第172期末
2024年2月19日 2024年3月18日 2024年4月17日 2024年5月17日 2024年6月17日 2024年7月17日

純 資 産 総 額 5,981,116,570円 5,928,778,116円 5,795,404,559円 5,989,837,502円 5,666,171,036円 5,830,401,248円
受 益 権 総 口 数 15,576,871,505口 15,413,388,531口 15,316,523,321口 15,252,422,632口 15,097,618,417口 14,973,001,545口
1万口当たり基準価額 3,840円 3,847円 3,784円 3,927円 3,753円 3,894円

（注）当作成期間（第167期～第172期）中における追加設定元本額は141,331,842円、同解約元本額は918,567,621円です。

ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ

（円）

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

2023/4/30 2023/6/30 2023/8/31 2023/10/31 2023/12/31

（2023年3月1日～2024年2月29日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2023年3月1日～2024年2月29日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2024年2月29日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ MEXICAN BONOS 7.75% 11-29/05/2031 債券 メキシコペソ メキシコ 16.3
2 INDONESIA GOVT 7.5% 17-15/05/2038 債券 インドネシアルピア インドネシア 11.1
3 NEW S WALES TREA 4.25% 23-20/02/2036 債券 オーストラリアドル オーストラリア 9.0
4 MEXICAN BONOS 10%06-20/11/2036 債券 メキシコペソ メキシコ 7.7
5 INDONESIA GOVT 7.375% 17-15/05/2048 債券 インドネシアルピア インドネシア 6.6
6 INDONESIA GOVT 8.25% 15-15/05/2036 債券 インドネシアルピア インドネシア 6.5
7 INT BK RECON&DEV 0% 11-16/11/2026 債券 オーストラリアドル 米国 5.7
8 MEXICAN BONOS 8.5% 09-31/05/2029 債券 メキシコペソ メキシコ 4.4
9 AUSTRALIAN GOVT. 1% 20-21/11/2031 債券 オーストラリアドル オーストラリア 3.3
10 MEXICAN BONOS 8.5% 09-18/11/2038 債券 メキシコペソ メキシコ 3.2

組入銘柄数 22銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

債券
98.2％

その他
1.8％

【国別配分】

メキシコ
31.6％

インドネシア
24.2％オーストラリア

18.6％

米国
14.2％

国際機関
3.9％

韓国 2.3％
ルクセンブルク 2.2％

その他
2.9％

【通貨別配分】

メキシコ
ペソ
34.0％

インドネシア
ルピア
33.6％

オーストラリア
ドル
30.6％

その他
1.8％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

90002_ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ_1025713.indd   1 2024/08/08   19:11:54
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組入上位ファンドの概要

ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ

（円）
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2023/4/30 2023/6/30 2023/8/31 2023/10/31 2023/12/31

（2023年3月1日～2024年2月29日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2023年3月1日～2024年2月29日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2024年2月29日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ MEXICAN BONOS 7.75% 11-29/05/2031 債券 メキシコペソ メキシコ 16.3
2 INDONESIA GOVT 7.5% 17-15/05/2038 債券 インドネシアルピア インドネシア 11.1
3 NEW S WALES TREA 4.25% 23-20/02/2036 債券 オーストラリアドル オーストラリア 9.0
4 MEXICAN BONOS 10%06-20/11/2036 債券 メキシコペソ メキシコ 7.7
5 INDONESIA GOVT 7.375% 17-15/05/2048 債券 インドネシアルピア インドネシア 6.6
6 INDONESIA GOVT 8.25% 15-15/05/2036 債券 インドネシアルピア インドネシア 6.5
7 INT BK RECON&DEV 0% 11-16/11/2026 債券 オーストラリアドル 米国 5.7
8 MEXICAN BONOS 8.5% 09-31/05/2029 債券 メキシコペソ メキシコ 4.4
9 AUSTRALIAN GOVT. 1% 20-21/11/2031 債券 オーストラリアドル オーストラリア 3.3
10 MEXICAN BONOS 8.5% 09-18/11/2038 債券 メキシコペソ メキシコ 3.2

組入銘柄数 22銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

債券
98.2％

その他
1.8％

【国別配分】

メキシコ
31.6％

インドネシア
24.2％オーストラリア

18.6％

米国
14.2％

国際機関
3.9％

韓国 2.3％
ルクセンブルク 2.2％

その他
2.9％

【通貨別配分】

メキシコ
ペソ
34.0％

インドネシア
ルピア
33.6％

オーストラリア
ドル
30.6％

その他
1.8％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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マネー・アカウント・マザーファンド

（円）

10,017

10,018

10,019

10,020

10,021

10,022

10,023

2022/11 2023/1 2023/3 2023/5 2023/7 2023/9

（2022年10月13日～2023年10月12日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年10月13日～2023年10月12日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） そ の 他 費 用 0 0.000
（ そ の 他 ） （0） （0.000）

合 計 0 0.000
期中の平均基準価額は、10,019円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）�各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）

を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第３位未満は四捨五入してあります。

組入資産の内容 � （2023年10月12日現在）
2023年10月12日現在、有価証券等の組入れはございません。

※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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